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第１回公営企業会計決算特別委員会会議記録 

 

日 時  令和４年９月５日（月曜日）                   午前１１時２１分 開会 

場 所  水戸市議会 第４委員会室                    午前１１時５６分 散会 

──────────────────────── 

付託事件 

 水道事業会計及び下水道事業会計決算に関する事項 

──────────────────────── 

１ 本日の会議に付した事件 

 (1) 委員長の互選について 

 (2) 副委員長の互選について 

２ 出席委員（１２名） 

  委 員 長   木  本  信 太 郎  君   副 委 員 長   森     正  慶  君 

  委   員   萩  谷  慎  一  君   委   員   田  中  真  己  君 

  委   員   綿  引     健  君   委   員   後  藤  通  子  君 

  委   員   黒  木     勇  君   委   員   大  津  亮  一  君 

  委   員   内  藤  丈  男  君   委   員   栗  原  文  隆  君 

  委   員   小  川  勝  夫  君   委   員   松  本  勝  久  君 

３ 欠席委員（なし） 

４ 委員外議員出席者（２名） 

  議   長   須  田  浩  和  君   議   員   渡  辺  政  明  君 

５ 説明のため出席した者の職，氏名 

上下水道事業 
管 理 者 

荒  井     宰  君 
上下水道局 
水 道 部 長 

木  村     勤  君 

水道部参事兼 
水道総務課長 

関  谷     勇  君 
水道部参事兼 
経 理 課 長 

梶  山     哲  君 

水道部技監兼 
給 水 課 長 

梶  山     学  君 水道整備課長 杉  山  健  一  君 

浄 水 管 理 
事 務 所 長 

林     忠  勝  君   

上下水道局 
下水道部長 

圷     貴  之  君 
下水道部参事兼 
下水道管理課長 

鬼  澤  英  一  君 

下水道整備課長 小  田  博  之  君 
下水道施設 
管理事務所長 

渡  邉  基  弘  君 

６ 事務局職員出席者 

法制調査係長 武  田  侑 未 子  君 書 記 大  内  し お り  君 

書 記 昆     節  夫  君   
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午前１１時２１分 開会 

○須田議長 引き続き，お疲れさまでございます。 

 本日は，最初の公営企業会計決算特別委員会でございますので，初めに正副委員長の互選をお願いし，委

員会を進めていただきたいと存じます。 

 それでは，年長の委員の方に臨時に委員長の職をお執りいただき，まず委員長を選出していただきたいと

存じます。 

 出席委員中，年長の方は松本勝久委員でございますので，よろしくお願いいたします。 

〔臨時委員長 松本勝久君委員長席に着く〕 

○松本臨時委員長 では，年長のゆえをもちまして，暫時，臨時委員長を務めさせていただきたいと思いま

す。 

 定足数に達しておりますので，第１回公営企業決算特別委員会を開会します。 

──────────────────────── 

委員長の互選 

○松本臨時委員長 それでは，委員長の互選を行いたいと思いますが，どのような方法で行うか，皆さん方

からの御意見をお伺いしたいと思います。 

 内藤委員。 

○内藤委員 指名推選でお願いしたいと思います。 

○松本臨時委員長 ただいま，内藤委員のほうから指名推選でお願いをしたいという御意見がございました

けれども，これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○松本臨時委員長 御異議なしと認め，それでは，内藤委員，御指名のほうをお願いいたします。 

○内藤委員 私は，木本信太郎君に委員長をお願いしたいと思います。 

○松本臨時委員長 ただいま，木本信太郎君が委員長という指名がございました。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○松本臨時委員長 御異議なしと認め，木本委員が委員長に当選されました。 

 委員長と交代をさせていただきます。ありがとうございました。 

〔臨時委員長 松本勝久君退席，委員長 木本信太郎君委員長席に着く〕 

──────────────────────── 

委員長 木本信太郎君就任挨拶 

○木本委員長 ただいま，委員長を拝命しました木本でございます。 

 円滑な委員会運営に向けて精進していきますので，どうぞ委員の皆様，また，執行部の皆様，御協力をよ

ろしくお願いいたします。 

──────────────────────── 

副委員長の互選 

○木本委員長 それでは次に，副委員長の互選を行いたいと思いますが，どのような方法で行うかお諮りい
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たします。 

 内藤委員。 

○内藤委員 同じく指名推選でお願いします。 

○木本委員長 ただいま，内藤委員から指名推選の方法により行うという御提案がありましたが，御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 御異議なしと認め，そのようにさせていただきます。 

 それでは，内藤委員からお願いいたします。 

○内藤委員 私は，森正慶さんにお願いしたいと思います。 

○木本委員長 ただいま，内藤委員から森委員を副委員長に推選されましたが，これに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 御異議なしと認め，森委員が副委員長に当選されました。 

 副委員長就任の御挨拶をお願いいたします。 

〔副委員長 森正慶君副委員長席に着く〕 

──────────────────────── 

副委員長 森正慶君就任挨拶 

○森副委員長 ただいま，副委員長に選出されました森正慶でございます。 

 微力ではございますが，委員長の補佐役といたしまして，円満な委員会運営に全力を尽くす決意でござい

ますので，委員の皆様方の御協力のほどよろしくお願いいたします。 

──────────────────────── 

委員会の審査日程について 

○木本委員長 それでは，これより議事に入らせていただきます。 

 初めに，委員会の審査日程についてお諮りいたします。 

 委員会の審査の日程につきましては，本日を含めまして４日間となっております。 

 前例に倣いますと，本日，執行部から決算の概要説明をいただき，２０日，２１日につきましては，持ち

時間制で通告による質疑を行い，２２日に総括的な御意見を伺った後，採決を行っているところでございま

す。 

 今年度の認定審査におきましても，このような進め方をいたしたいと存じますが，いかがでしょうか。 

 松本委員。 

○松本委員 今日は，今から説明を受けて，それで今度は通告の締切日を決めていくと，こういうことです

ね。 

○木本委員長 はい，そうですね。まず説明を執行部にしていただいた後に，そういった形で進めさせてい

ただきます。 

○松本委員 はい。 
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○木本委員長 そのほかよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 それでは，そのように決定させていただきます。 

 なお，発言の通告等につきましては，決算の概要説明の後，改めて御協議いただきたいと思いますので，

よろしくお願いいたします。 

──────────────────────── 

議案説明 

○木本委員長 それでは，議案第６６号 令和３年度水戸市下水道事業会計資本剰余金の処分について及び

認定第２号 令和３年度水戸市公営企業会計決算認定についてにつきましては，まだ当特別委員会に付託さ

れておりませんが，前例に倣い，執行部より順次，議案の説明をお願いします。 

 それでは，鬼澤課長からお願いいたします。 

○鬼澤下水道部参事兼下水道管理課長 よろしくお願いいたします。 

 それでは，議案書①の２３ページを御覧願います。 

 市議会議案第６６号 令和３年度水戸市下水道事業会計資本剰余金の処分について御説明いたします。 

 地方公営企業法第３２条第３項の規定に基づき，令和３年度水戸市下水道事業会計資本剰余金１１億

３,１２３万３,９１７円のうち，３６４万９,８０１円を資本金に組み入れるものでございます。 

 参考として，地方公営企業法第３２条を抜粋して記載しておりますので，お目通しをお願いいたします。 

 以上でございます。 

○木村上下水道局水道部長 続きまして，認定第２号 令和３年度水戸市公営企業会計決算認定について，

お手元の議案書⑧，令和３年度公営企業会計決算書により御説明いたします。 

 ２ページ，３ページをお開き願います。 

 令和３年度水戸市水道事業決算報告書でございます。 

 (1)の収益的収入及び支出のうち，上段の収入から御説明いたします。 

 第１款水道事業収益につきましては，決算額は，右から３列目，６６億１,６６３万４,３１０円で，予算

に対する調定率は１０２.４６％でございます。 

 第１項の営業収益は，水道料金，受託工事収益，加入金などでございます。 

 第２項の営業外収益は，児童手当に対する一般会計補助金などでございます。 

 第３項の特別利益は，水道用地売却代金などでございます。 

 次に，収益的支出につきまして御説明いたします。 

 第１款の水道事業費につきましては，決算額は，右から４列目，５６億７,４４９万９１９円で，予算に

対する執行率は９６.８２％でございます。 

 第１項の営業費用は，浄水場及び配水管等の維持管理費，検針，収納関係経費，減価償却費などでござい

ます。 

 第２項の営業外費用は，企業債の利息などでございます。 

 第３項の特別損失は，過年度の水道料金還付など，第４項の予備費につきましては，決算額はございませ
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ん。 

 次に，４ページ，５ページをお開き願います。 

 (2)の資本的収入及び支出のうち，上段，収入から御説明いたします。 

 第１款の資本的収入につきましては，決算額は，右から３列目，１８億４７８万６,２３３円で，予算に

対する執行率は５７.８４％でございます。 

 第１項の企業債は，配水管整備事業及び改良事業に対する建設事業債でございます。 

 第２項は，安全対策事業に対する一般会計出資金，第３項は，耐震化事業に対する国庫補助金，第４項は，

消火栓設置に対する一般会計負担金，第５項は，児童手当に対する一般会計補助金，第６項の工事負担金は，

公共下水道工事等に対する負担金，第７項の固定資産売却代金は，水道用地の売却代金などでございます。 

 次に，支出について御説明いたします。 

 第１款の資本的支出につきましては，決算額は，右から６列目，４１億７０９万３,４１６円で，予算に

対する執行率は７０.８１％でございます。 

 主なものは，第１項の建設改良費と第２項の企業債償還金で，建設改良費は配水管整備事業，負担事業，

施設改良事業などと，企業債の元金償還でございます。 

 欄外でございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額の補塡額の内訳を記載したものでござい

ますので，後ほどお目通しをお願いいたします。 

 決算報告書については以上でございます。 

○梶山水道部参事兼経理課長 続きまして，６ページをお開き願います。 

 ６ページから１５ページまでは財務諸表でございます。 

 初めに，令和３年度水戸市水道事業損益計算書について御説明いたします。 

 １の営業収益につきましては，(1)給水収益から(3)その他の営業収益までをあわせた決算額は，５５億

８,３１０万４,１９８円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，(1)原水及び浄水費から(7)資産減耗費までをあわせた決算額は，４９億

４,３４４万９,９６０円でございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた営業利益は，６億３,９６５万４,２３８円でございます。 

 ３の営業外収益につきましては，(1)受取利息及び配当金から(4)雑収益までをあわせた決算額は，４億

７,９６７万９,３１４円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，(1)支払利息及び企業債取扱諸費と(2)雑支出をあわせた決算額は，２億

５,４８０万２,１１０円でございます。 

 営業利益と営業外収支をあわせた経常利益は，８億６,４５３万１,４４２円でございます。 

 次に，７ページの５の特別利益につきまして，(1)固定資産売却益と(2)その他特別利益をあわせた決算額

は，１９８万１,６２７円でございます。 

 ６の特別損失につきましては，(1)固定資産売却損から(3)その他特別損失までをあわせた決算額は，

８,７５０万７,７３７円でございます。 

 経常利益に特別損益を加えました当年度純利益７億７,９００万５,３３２円が，当年度未処分利益剰余金
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でございます。 

 次に，８ページ，９ページをお開き願います。 

 令和３年度水戸市水道事業剰余金計算書について御説明いたします。 

 剰余金計算書につきましては，後ほど御説明いたします貸借対照表の資本の部の令和３年度中の増減内訳

を記載したものでございます。 

 初めに，８ページ上段の資本金につきましては，前年度末残高に当年度変動額の一般会計出資金を加えま

した当年度末残高は，２０３億５,００８万４,４６５円でございます。 

 次に，剰余金のうち資本剰余金につきましては，前年度末残高と同額となり，９ページ上段の表の右端で

ございますが，５億８,１５１万７,６５１円でございます。 

 次に，剰余金のうち利益剰余金につきましては，建設改良積立金の当年度末残高は，６億６,９９０万円，

未処分利益剰余金の当年度末残高は，７億７,９００万５,３３２円でございます。 

 資本金と剰余金をあわせました資本合計の当年度末残高は，８ページ下段の表の右端でございますが，

２２３億８,０５０万７,４４８円でございます。 

 次に，１０ページをお開き願います。 

 令和３年度水戸市水道事業剰余金処分計算書について御説明をいたします。 

 資本金及び資本剰余金の処分につきましてはございません。未処分利益剰余金の処分につきましては，当

年度末残高は，損益計算書などから，７億７,９００万５,３３２円でございます。 

 減債積立金の積立て６億４,８９０万５,３３２円につきましては，企業債の償還財源として，建設改良積

立金の積立て１億３,０１０万円につきましては，災害や事故に即時対応できる資金確保のため，それぞれ

条例に基づいて処分するものでございます。処分後残高繰越利益剰余金はございません。 

 次に，１１ページの令和４年３月３１日現在，令和３年度水戸市水道事業貸借対照表について御説明をい

たします。 

 初めに，資産の部でございますが，１の固定資産の(1)有形固定資産につきましては，アの土地からケの

建設仮勘定までをあわせまして，５２６億５,７８０万８,６１９円でございます。(2)無形固定資産につき

ましては，アの施設利用権におきまして，８億６,３０４万２６３円でございます。有形，無形をあわせた

固定資産の合計は，５３５億２,０８４万８,８８２円でございます。 

 ２の流動資産につきましては，(1)現金預金から(4)貯蔵品までをあわせまして，３９億２６８万

７,１０４円でございます。 

 １の固定資産と２の流動資産をあわせた資産合計は，５７４億２,３５３万５,９８６円でございます。 

 次に，１２ページ，１３ページをお開き願います。 

 負債の部でございますが，３の固定負債につきましては，(1)企業債が１９２億３,１２６万８,２３６円

でございます。 

 ４の流動負債につきましては，(1)企業債から(5)預り保証有価証券までをあわせまして，２５億

８,５５１万６,１７５円でございます。 

 ５の繰延収益の(1)長期前受金につきましては，アの国庫補助金長期前受金から，１３ページのコのその
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他長期前受金までをあわせまして，１３２億２,６２４万４,１２７円でございます。 

 ３の固定負債合計，４の流動負債合計，５の繰延収益合計をあわせました負債合計は，３５０億

４,３０２万８,５３８円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金の(1)自己資本金につきましては，アの自己資本金からウの

一般会計出資金までをあわせまして，２０３億５,００８万４,４６５円でございます。 

 ７の剰余金の(1)資本剰余金につきましては，アの国庫補助金からクの加入者分担金までをあわせまして，

５億８,１５１万７,６５１円でございます。(2)利益剰余金につきましては，アの建設改良積立金とイの当

年度未処分利益剰余金をあわせまして，１４億４,８９０万５,３３２円でございます。(1)資本剰余金と(2)

利益剰余金をあわせました剰余金合計は，２０億３,０４２万２,９８３円でございます。 

 ６の資本金と７の剰余金をあわせました資本合計は，２２３億８,０５０万７,４４８円でございます。し

たがいまして，負債合計と資本合計をあわせました負債資本合計は，５７４億２,３５３万５,９８６円でご

ざいます。 

 次に，１４ページ，１５ページをお開き願います。 

 １４ページ，１５ページの注記につきましては，財務諸表を作成するに当たり採用した会計処理の基準な

どでございますので，お目通しをお願いいたします。 

 財務諸表につきましては以上でございます。 

 なお，１７ページ以降につきましては，令和３年度決算付属書類でございます。後ほどお目通しをお願い

いたします。 

 以上が，令和３年度水戸市水道事業会計決算書の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○圷上下水道局下水道部長 続きまして，令和３年度水戸市下水道事業会計決算認定について御説明いたし

ます。 

 お手元の議案書⑧の６４ページ，６５ページをお願いいたします。 

 令和３年度水戸市下水道事業決算報告書になります。 

 (1)収益的収入及び支出のうち，収入でございますが，第１款下水道事業収益につきましては，決算額

８８億７,６７８万６,２４３円で，予算に対しまして執行率は９９.７％でございます。 

 主なものといたしまして，第１項の営業収益につきましては，下水道使用料などでございます。 

 第２項の営業外収益につきましては，他会計負担金などでございます。 

 次に，下段の支出でございます。 

 第１款下水道事業費につきましては，決算額８４億７,４７６万６,８５３円で，予算に対しまして執行率

は９８.１４％でございます。 

 第１項の営業費用につきましては，処理場等の維持管理費などでございます。 

 第２項の営業外費用につきましては，企業債の利息などでございます。 

 第３項の特別損失につきましては，過年度の下水道使用料還付金などでございます。 

 次に，６６ページ，６７ページをお願いいたします。 

 (2)資本的収入及び支出のうち，収入でございます。 
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 第１款資本的収入につきましては，決算額５５億２,５７５万３,３８２円で，予算に対しまして執行率は

７９.６５％でございます。 

 主なものといたしまして，第１項の企業債につきましては，整備等に充てるための企業債でございます。 

 第２項の他会計出資金につきましては，一般会計からの繰入金でございます。 

 第３項の国庫補助金につきましては，整備事業費に充てるための国からの補助金でございます。 

 第４項の負担金及び分担金につきましては，下水道事業受益者負担金・分担金及び一般会計からの繰入金

でございます。 

 第５項の固定資産売却代金につきましては，公用車の売却代金でございます。 

 次に，下段の支出でございます。 

 第１款資本的支出につきましては，決算額９６億１,６７９万５,８１８円で，予算に対しまして執行率は

８７.１９％でございます。 

 第１項につきましては，建設改良費でございます。関係機関との調整等により，９億３,４６２万

２,０００円を翌年度に繰り越すものでございます。 

 第２項の固定資産購入費につきましては，公用車の購入でございます。 

 第３項の企業債償還金につきましては，企業債の元金償還でございます。 

 第４項の補助金返還金につきましては，国との協議の結果，返還の必要がなくなったため，執行はござい

ません。 

 なお，欄外につきましては，資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分の補塡額を記載したもので

ございます。お目通しをお願いいたします。 

 決算報告書については以上でございます。 

○鬼澤下水道部参事兼下水道管理課長 続きまして，６８ページを御覧願います。 

 ６８ページから７７ページまでは財務諸表となっております。 

 初めに，令和３年度水戸市下水道事業損益計算書について御説明いたします。 

 １の営業収益につきましては，(1)下水道使用料から(3)その他営業収益までをあわせた決算額は，４０億

５,３２４万７,０５０円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，(1)管渠費から(8)資産減耗費までをあわせた決算額は，７０億

５,５０６万４５４円でございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた営業利益は，マイナス３０億１８１万３,４０４円でござい

ます。 

 ３の営業外収益につきましては，(1)受取利息及び配当金から(5)雑収益までをあわせた決算額は，４４億

９,７０９万４２２円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，(1)支払利息及び企業債取扱諸費と(2)雑支出をあわせた決算額は，

１２億４,５３６万５,０２６円でございます。 

 営業利益にただいまの営業外収支を加えた経常利益は，２億４,９９１万１,９９２円でございます。 

 ５の特別利益につきましては，(1)固定資産売却益が３万２,８３３円でございます。 
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 ６の特別損失につきましては，(1)過年度損益修正損と(2)その他特別損失をあわせた決算額は，８９５万

４,３３５円でございます。 

 経常利益にただいまの特別損益を加えた当年度純利益は，２億４,０９９万４９０円であり，この当年度

純利益が当年度未処分利益剰余金となります。 

 ページを返していただきまして，７０，７１ページを御覧願います。 

 令和３年度水戸市下水道事業剰余金計算書について御説明いたします。 

 表の一番左の資本金につきましては，前年度末残高に一般会計出資金などを加えた当年度末残高は，表の

一番下にありますとおり，２８１億６,３３５万６,１２２円でございます。 

 剰余金のうち資本剰余金につきましては増減がなく，当年度末残高は，１１億３,１２３万３,９１７円で

ございます。 

 剰余金のうち利益剰余金における未処分利益剰余金の当年度末残高は，２億４,０９９万４９０円でござ

います。 

 よって，資本金と剰余金をあわせた資本合計の当年度末残高は，表の右下にございますとおり，２９５億

３,５５８万５２９円でございます。 

 ページを返していただきまして，７２ページを御覧願います。 

 令和３年度水戸市下水道事業剰余金処分計算書（案）について御説明いたします。 

 先ほど議案第６６号で御説明したとおり，資本剰余金について，一部を資本金に組み入れるほか，表の右

端の未処分利益剰余金について，水戸市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例第４条の２の規定に

より，その全額を減債積立金に積み立てるものでございます。 

 次に，７３ページを御覧願います。 

 令和４年３月３１日現在，令和３年度水戸市下水道事業貸借対照表について御説明いたします。 

 資産の部におきましては，１の固定資産の(1)有形固定資産について，アの土地からキの建設仮勘定まで

の合計は，１,４８９億３４２万９,０５０円でございます。(2)無形固定資産について，アの施設利用権が

５４億１５０万５,２５１円でございます。有形，無形をあわせた固定資産合計は，１,５４３億４９３万

４,３０１円でございます。 

 ２の流動資産につきましては，(1)現金預金，(2)未収金をあわせて，２８億４,１１４万１,０１７円でご

ざいます。 

 １の固定資産と２の流動資産をあわせた資産の合計は，１,５７１億４,６０７万５,３１８円でございま

す。 

 負債の部におきましては，３の固定負債の(1)企業債が６５１億１,４５４万２,９４１円でございます。 

 ページを返していただきまして，７４ページを御覧願います。 

 ４の流動負債について，(1)企業債から(4)の預り金までの合計は，７５億３,３２７万２,２８９円でござ

います。 

 ５の繰延収益の(1)長期前受金につきまして，アの国庫補助金長期前受金からクの受贈財産評価額長期前

受金までの合計は，５４９億６,２６７万９,５５９円でございます。 
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 ３の固定負債，４の流動負債，５の繰延収益をあわせた負債合計は，１ ,２７６億１,０４９万

４,７８９円でございます。 

 資本の部におきましては，６の資本金について，(1)資本金，アの固有資本金からウの組入資本金までの

合計は,２８１億６,３３５万６,１２２円でございます。 

 ７５ページを御覧願います。 

 ７の剰余金の(1)資本剰余金について，アの国庫補助金からウの受贈財産評価額までの合計は，１１億

３,１２３万３,９１７円でございます。(2)利益剰余金は，当年度未処分利益剰余金２億４,０９９万

４９０円でございます。資本剰余金と利益剰余金をあわせた剰余金の合計は，１３億７,２２２万

４,４０７円でございます。 

 さらに，６の資本金と７の剰余金をあわせた資本合計は，２９５億３,５５８万５２９円でございます。

したがって，負債合計と資本合計をあわせた負債資本合計は，１,５７１億４,６０７万５,３１８円でござ

います。 

 ページを返していただきまして，７６，７７ページの注記につきましては，財務諸表作成時の重要な会計

方針や貸借対照表等関連について記載してございます。後ほどお目通しをお願いいたします。 

 財務諸表については以上でございます。 

 続きまして，決算付属書類につきましては，８１ページ以降に掲載してございます。後ほどお目通しをお

願いいたします。 

 以上が，令和３年度下水道事業会計決算書の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○木本委員長 以上で，執行部の説明は終わりました。 

──────────────────────── 

発言の通告等について 

○木本委員長 それでは，発言の通告等についてお諮りいたします。 

 初めに，質疑時間についてでございます。 

 前例に倣い，通告者１人当たりの持ち時間をおおむね１時間とし，通告者の質疑の後に行います関連質疑

の取扱いにつきましては，全ての通告を通しまして，委員１人当たりの持ち時間をおおむね１０分としたい

と思いますが，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 御異議なしと認め，そのようにさせていただきます。 

 なお，発言通告の提出期限につきましては，委員長宛てに，９月８日木曜日，午後５時までに御提出いた

だきたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 それでは，９月８日木曜日，午後５時までに御提出をお願いいたします。 

 次に，決算審査に係る資料の請求についてでございます。 

 資料の請求は，発言通告書と同様，委員長宛てに，９月８日木曜日，午後５時までに提出いただくという

ことでよろしいでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 それでは，９月８日木曜日，午後５時までに御提出をお願いいたします。 

 なお，発言通告書及び資料請求書の記載に当たりましては，水道事業会計と下水道事業会計のどちらを示

す内容か区別できる記載としていただきますよう御協力をよろしくお願いいたします。 

 次に，今後の審査の進め方についてお諮りいたします。 

 委員会の審査日程が，本日を除き３日間となっておりますので，今後の審査の日程や発言通告の進め方等

につきましては，正副委員長に御一任いただきたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○木本委員長 それでは，そのようにさせていただきます。 

 なお，次回の委員会は，９月２０日火曜日，午前１０時から開催させていただきます。 

 それでは，本日の委員会は，この程度をもちまして散会させていただきます。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時５６分 散会 

 


